
■届け出が必要な特定行為の種類と規模

	行為の種類
	届出が必要な行為の規模

	建築物等の新築又は移転
	建　築　物
	・建築面積10㎡超

	
	工　作　物
	①煙突、排気塔その他これらに類する工作物
②装飾塔、記念塔、物見塔、風車その他これらに類する工作物
③彫像、記念碑その他これらに類する工作物
④高架水槽、冷却塔その他これらに類する工作物
⑤電波塔、鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類する工作物
⑥電気供給のための電線路又は有線電気通信のための線路の支持物
	・高さ5ｍ超
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）

	
	
	⑦広告塔、広告板その他これらに類する工作物
	・高さ5ｍ超
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）
又は

・表示面積5㎡超

	
	
	⑧垣(生垣を除く。)、さく、塀、擁壁その他これらに類する工作物（鳥獣による農作物への被害を防止することを目的とするものを除く。）
	高さ1.5ｍ超

	
	
	⑨観覧車、飛行塔、コースター、ウォーターシュート、メリーゴーラウンドその他これらに類する遊戯施設

⑩コンクリートプラント、アスファルトプラント、クラッシャープラントその他これらに類する製造施設

⑪自動車車庫の用に供する立体的な施設

⑫石油、ガス、飼料、穀物その他これらに類するものを貯蔵する施設

⑬ごみ処理施設、し尿処理施設、汚水処理施設その他の処理施設
	・高さ5ｍ超
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）
又は　

・築造面積10㎡超

	建築物等の増築又は改築
	建　築　物
	・増築又は改築に係る部分の建築面積が10㎡超

	
	工　作　物
	①煙突、排気塔その他これらに類する工作物

②装飾塔、記念塔、物見塔、風車その他これらに類する工作物

③彫像、記念碑その他これらに類する工作物

④高架水槽、冷却塔その他これらに類する工作物

⑤電波塔、鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類する工作物

⑥電気供給のための電線路又は有線電気通信のための線路の支持物
	・増築又は改築後の高さ5ｍ超

（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）

	
	
	⑦広告塔、広告板その他これらに類する工作物
	・増築又は改築後の高さ5ｍ超
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）
又は　

・増築又は改築後の表示面積5㎡超

	
	
	⑧垣(生垣を除く。)、さく、塀、擁壁その他これらに類する工作物（鳥獣による農作物への被害を防止することを目的とするものを除く。）
	・増築又は改築後の高さ1.5ｍ超

	
	
	⑨観覧車、飛行塔、コースター、ウォーターシュート、メリーゴーラウンドその他これらに類する遊戯施設

⑩コンクリートプラント、アスファルトプラント、クラッシャープラントその他これらに類する製造施設

⑪自動車車庫の用に供する立体的な施設

⑫石油、ガス、飼料、穀物その他これらに類するものを貯蔵する施設

⑬ごみ処理施設、し尿処理施設、汚水処理施設その他の処理施設
	・増築又は改築後の高さ5ｍ超
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤面から測定する。）
又は　

・増築又は改築に係る部分の築造面積が10㎡超

	建築物等の外観の変更
	特定行為に該当する建築物等の外観面積の10㎡
を超える変更

	土地の区画形質の変更
	行為に係る土地の面積300㎡超で、行為に伴い高
さ1.5m超の法面又は擁壁が生ずるもの

	屋外における物品の集積又は貯蔵
	行為の用に供される土地の面積100㎡超

又は
集積又は貯蔵の高さ1.5ｍ超

	鉱物の掘採又は土石の類の採取
	行為による地形の変更に係る土地の面積300㎡超

又は
行為に伴い高さ1.5ｍ超の法面又は擁壁が生ずるもの

	木竹の伐採（除伐、間伐、整枝その他木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採、枯損した木竹又は危険な木竹の伐採、自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採、仮植した木竹の伐採及び測量、実地調査又は施設の保守の支障となる木竹の伐採を除く。）
	高さ10ｍ超　又は　伐採面積300㎡超


■届出の適用除外行為

	①非常災害に対する必要な応急措置として行う行為

②通常の管理行為、軽易な行為その他の行為

・ 仮設の建築物等で、存続期間が１年以内のもの（工事に必要な仮設の建築物等で工事期間が１年を超える場合は、
その期間）

・ 外部から見通すことのできない場所での物品の集積・貯蔵

・ ９０日以内の物品の集積・貯蔵

③法令又は条例に基づく許可、認可、届け出等を要する行為で、以下のもの

・ 自然公園法の規定による公園事業の認可、特別地域及び特別保護地区での許可、普通地域での届出に係る行為

・ 森林法の規定による林地開発許可に係る行為

・ 都市計画法の規定による地区計画区域内の届出に係る行為

・ 景観法の規定による景観計画区域内の届出、景観重要建造物及び景観重要樹木の現状変更等の許可、景観地区内の認定に係る行為

・ 文化財保護法の規定による重要文化財、史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可、重要文化財の修理、重要有形民俗文化財の現状変更等、史跡名勝天然記念物の復旧及び重要文化的景観の現状変更等の届出、伝統的建造物群保存地区内の許可に係る行為

・ 富山県立自然公園条例の規定による公園事業の認可、特別地域での許可、普通地域での届出に係る行為

・ 富山県自然環境保全条例に規定による特別地区での許可、特別地区以外の保全地域の区域での届出に係る行為

・ 富山県風致地区内における建築等の規制に関する条例の規定による風致地区内の許可に係る行為

・ 富山県文化財保護条例の規定による県指定有形民俗文化財以外の現状変更等の許可、県指定有形民俗文化財の
現状変更等の届出に係る行為
・ 富山市景観まちづくり条例の規定による大規模な建築行為等、立山町みどり維新の景観まちづくり条例の規定による大規模行為の届出に係る行為（立山・大山地区景観づくり重点地域の区域に限る。）
④条例第３９条第１項の既存施設等への要請に応じて行う行為

⑤その他規則で定める行為

・ 法令若しくは条例又はこれらに基づく処分による義務の履行として行う行為

・ 地盤面下又は水面下において行う行為

・ 農林漁業を営むために行われる土地の区画形質の変更（宅地の造成、土地の開墾、水面の埋立て、干拓を除く。）

・ 漁港漁場整備法による養殖用作業施設、荷さばき所及び野積場内の物品の集積・貯蔵

・ 港湾法による荷さばき地、野積場、貯木場内の物品の集積・貯蔵

・ 都市計画法による工業地域又は工業専用地域の区域内における物品の集積・貯蔵


	※高さ・面積の算定方法について

①高さ

・ 地上に露出する部分の地盤面（建築基準法に規定する平均地盤面（２以上ある場合は、最も低い平均地盤面とする。））から最高部までの高さ（見付の高さ）とする。

・ 建築物にあっては、屋上部分の塔屋（階段室、エレベーター機械室等）及び建築基準法第２条第３号に規定する「避
雷針」を除く建築設備（電気、ガス、給水等の設備、煙突、昇降機）を含むものとする。

・ 建築物と一体となって設置される工作物の高さは、建築物との接続部分からの高さではなく、建築物の地盤面からの高さとする。なお、その高さには、建築物と同様に「避雷針」は含まない。

②面積

	・ 「建築面積」
	建築基準法施行令第２条第１項第２号の規定により算出する。特定行為に該当するか否かは敷地単位ではなく、棟別で判断する。

	・ 「表示面積」


	広告塔、広告板等の工作物の広告を表示する部分の面積のことであり、面積の算定については、富山県屋外広告物条例の例による。

	・ 「築造面積」
	建築基準法施行令第２条第１項第５号の規定により算出する。特定行為に該当するか否かは敷地単位ではなく、工作物ごとで判断する。
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